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災害に対する耐災性評価においては，インフラ構造物の相互依存性を加味した管理の必

要性が示されている．本研究では，交通と電力ネットワークを対象として選定しその関係

性の記述を試みる．特に，電力ネットワーク特性を考慮し，最適潮流問題として電力ネッ

トワークの接続性を評価するとともに，2 つのネットワークが相互に及ぼし合う影響につ

いてグラフモデルとして表現することに加え，接続脆弱性評価モデルを構築し災害発生を

想定したシナリオ分析を行うことで，相互依存性を考慮した接続性と脆弱性の評価を行う．

さらに，複数シナリオにおける整備効果の評価を目標としたネットワークデザイン問題へ

の拡張について検討した結果を報告する． 
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